
様式第4号（第4条関係）

令和3年 10月8日

福知山市議会議長様

会派名 大志の会 必宿＼
代表者名 桐村一彦＼1事ti)

政務活動費実績報告書

令和3年4月1日付け福議発第25-4号により交付決定のあった政務活動費において、

令和3年度上半期（4月から 9月）の政務活動が完了したので、福知山市議会政務活動

費の交付に関する条例第10条第2項及び第3項の規定により、下記のとおり実績報告書

を提出します。

（ ＇）記

し）

1 令和3年度政務活動費の額（上半期） 3 4, 5 8 0円

2 政務活動費の対象となる経費の内訳

項 目 金額（上半期）

調査研究費

主な支出内容

研修費 34, 580円 自治体議会セミナー、 JIAM 参加

広 報費

広聴費

要請・陳情活動費

会 議費

資料作成費

資料購入費

人 件費

事務所費

合 計 34, 580円

添付書類

・政務活動の実施状況及び成果を確認できる書類

．政務活動費の収入額及びその内容に関する書類

．政務活動費の支出額及びその使途に関する書類

－政務活動費の支出に係る領収書の原本又はとれに準ずる書類



（様式 1) 

令和3年9月30日提出

福知山市議会

議長高橋 正樹 様

金盟主
金室主査

玄室豆金＿／.$及、
桐村一彦 l諦 j

政務活動費研究研修視察報告書

1 研修年月日 令和3年5月18日ωく） 13:30～16：・00
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／
’
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2 研修先 全議員協議会室 福知山市庁舎5階

3 参加者氏名 桐村一彦 馬谷明美 2名

4 経費 研修参加費 10,000円 ( 5,000円／1人あたり）

5 研修項目 2021年地方議会特別セミナ in福知山

講義議員の資質向上と政務活動費活用策

《改革の底辺から底辺の改革へ》

講師自治体議会研究所 ft表高沖秀宜氏

（元三重県議会事務局次長）

別紙（様式2)

(j 

6 研修内容

7 資 料 資料句リ添資料 1)

8 経費精算書 （様式3)
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別紙（；様式2)

日時 令和3年 5月18日ωく） 13:30～1s:oo 

12021年地方議会特別セミナ in福知山 i
講義 議員の資質向上と政務活動費活用策

《改革の底辺から底辺の改革へ》

講師 自治体議会研究所 代表高沖秀宜氏

（元三重県議会事務局次長）

研修の内容

C議員の資質向上

議員の御l・機能 議員の役害1］・資質 「こ元傾制Jと「議会改革」

O政務活動費活用策

政務活動費とは何か 政務活動費の適正な運用 政務活動費と政策立案

成務活動費を巡る問題点

議会．議事機関議決機関事務制官幾闘に対する耕慰幾能政策形成、政策立案機也

議会として議員の専門性を高める研修等を絶え利子い、二元代表制をどう捉えるかが重要日

議会は二元代表制を理解し、議会の役割、機能、議会改革を追求していかなければならなv¥

機関としての議会が実現されている由効E重要であり、一人の意見は議会の意見ではない。

早稲田マニュフェスト研究所の議会改革度調査（情報共有 住民参加 議会機能強化）

政務活動費の公開チェック 住民意見の議会活動への反映 議会基本条例の制定

盤整盗塾萱盈旦
積極的に調査研究を行うもの。住民福祉の増進のため、どのような議員活動を行うべきかを追

求して、議員が自発的に行ない、活動の成果報告・政策立鮪肋向上に努める。

政務活動は議員のあり方、議会のあり方を大きく変える可能性を秘めている

~コ
生きた政策を生み出すために市町村議員に求められる資質をしっかりと自覚し、地方としての生

き残りをかけた市民協働への課題克服やウイズコロナ時代の市町村の役割に注力していく。

生きた政策を生み出すために市町村議員に求められる資質

(1）市民の芦を聴く意欲と能力

(2）要望を消化して正しい政策目的を確立する行蹴肋

(3）異なる政策分野を絵合化する広ν視野イノベーション異業種交涜

(4）市民との協働を最大限に生か寸包溶力

ウイズコロナ時代の市町村の役割の噌大＝＝＝現揚も知曜が試されている！！



（様式 3) 

経費精算書

会派名 大志の会

1 研修年月日 令和3＆！三5月18日ωく） 13:30～16:00 

2 研修先 全議員協議会室 福知山市庁舎5階
＼
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／
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支出月日 支出項目 支出金額 領収書

No. 

5月 18日 開閉 10,000円 NO① 

参力日代

支出合計金額 10,000円

l単盈_;_ffi



＼
1
j
 

r
 

／

4
1＼

 

（〕

支出科目：

合計金額：

研修費

1 0, 0 0 0 円

令買 収 童E
Eヨ

大志 の会様

金 10,000円

NO 1 

上記正に領収いたしました。

ただし、「自治体議会特別セミナーin福知山」受講料として。。5,000円×2名分＝10,000円

令和3年5月18日

自治体議会研究所（三重県津市白山町二本木54

代表高 j中秀 ⑮ 



（様式 1) 

令和3年9月30日提出

福知山市議会

議長 高橋正樹様

会派名 大志の会 （ 

代表者名 栴村一彦は.＠）

政務活動費研究研修視察報告書

1 研修年月日 令和3年7月20日ωく）～ 7月21日休）

2 研修先 滋賀県大津市唐崎二丁目 13番1号電話077・578・5931

全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー狙AM)

わ 3 参加者陥 桐村一彦 麟膿 2名

4 経費 研修劉日費 13,800円

振込料 880円

交通費（JR乗車券） 9.900円

合計金額 24,580円（ 12,290円／1人あたり）

5 研修項目 令和3年度第2田市町制議会議員特別セミナー

①講義本当に意味での「健康しがJへ

講師滋賀県知事

三日月大造氏

②講義改めて議会とは何かを考える：政治学の知見から

講師京都大学大学院法学研究科

耕受 曽我謙悟氏

CJ @ ［購入口減渉、社会における地方自治体の儲I]

6 研修内容

7 資料

8 経費精算書

講師明治大学政治経済学部

教授 加藤久和氏

④ 講義 Soci.ety5.0時代の到来と行政のデジタノレ化

講師東京大学大学院情報学環

教授越塚登氏

別紙（様式2)

視察研修行程表・資料旬日添資料 1)

（様式3)



別紙（様式2-1)

日時令和3年7月20日ωく） 13:15～14:45 

講義本当に意味での「健康しがJへ

講師滋賀県知事三日月大造（みかづきたいぞう） 氏

、、l
l
l

ヘ〆f
i

、

匿~盈
Oコロナを経験して～危機を転機に～

課題の顕在化

(1) グローパル経済への過信

(2) 市場主義人の偏重

(3) 東京への一極集中

(4) 医療保険システムの危弱性など

危綴感の高まり

(1) いのと・健康¢危機

(2) 盆盤窓塾(Qj]盤

(3) 戦争・民ヰ＝キ義の危機など

コロナによって再認識

(1) 人・社会・自然のつfよがりの犬切さ

(2) 未来へのバトンをつなぐ犬切さ

(3) 滋賀の強み 歴史・文化 自然環境 健康・長寿

危機を転機に未来を変える ～助け合い利他のこころ～

主近fl;

いのちを次の世代と共に生きる

高い環境意識

広域助け合い連携

しj

0ポストコロナ祖会へ

3つの健康 人の健康 ： 生きる力、学ぶ力 人権と多様性

すまいる・あくしょん～未来を生きる子供たちのために

子供の笑顔を増やしたい こころに寄り添いたい

社会の健康 ： つくる、ひろげるカ 共生社会

近未来闘すの祖会実装 IoT• AI・自動運転・ドローン・ SGや、二酸化炭素

ゼロに通じる師匠の事業化を支援

自然の健康 ： 守る力、活カ寸力 会物多樹生

マザーレイクゴールズ伽LGs) 2030年の持続可能佐会の実現を目指

圏
三日月知事の座右の銘：着眼大局着手小局の実践現場主義の実践．先進的な取り組みゃ

特色のある活動をされている県民の皆さんの取組等の現~を知事が訪問 7年間で78因。

生きた政策を生み出す？とめに市町村長や議員に求められる資質をしっかりと自覚し、地方都市の

生き残りをかけた市民協働への課題期匝やウイズコロナ官寺代の役割に注力していく。



別紙（様式2-2)

日 日寺

講義

講師

令和3年7月20日ωく） 15:05～16:35 

改めて議会とは何かを考える：政治学の知見から

京都大学大学院法学研究科教授曽我謙悟（そが けんご） 氏

匿亙豆圏

議会での決定＝集合知なのかなぜ多数決で決めるのかそもそも多数決とは何

か

＼
｝
ノ

f
i＼、

議会という集合体の決定・・・ 賛成した人が多い・・・正当性

選択肢が三つ以上の場合は、相対的多数から決選投票…選択肢を上位二つに

絞る

うまく決められる時と決められない時がある。

議会での議論 考え方を変えるもの：バイアスからどう逃れるか

解決策はあるのれ潤尺肢を広げる：集団志向をどう乗り越えるか

議会が果たしうる様々な役割と可能性

話し合うことで、意見を変えることそ噺たな選択肢を探すこともある。

多様性を持つ強みと難しさ。強み弱みにあった決め方を考える。

議員も同様であるが、有権者もバイアスを抱える存在であることを考慮しなけ

ればならない。

バイアス＝素早く判断するための判断の傾向。 人聞が存在するために身に着けてきたもので自然なものである。

確言正バイアス三自分が思っている霊園拡を探してしまう。

ハロー効果もある。

圏
政治学の見地からの議会としての役割について学んだ。

議会決定の重要性を再認識できた也
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別紙（様式2 3) 

日時 令和3年7月21日休） 9:00～10:30 

講義人口減沙佐会における地方自治体の役割

講師明治大学劇部主済学部教授 加藤久和（かとうひさかず） 氏

回霊園
今後、 50年間で総人口の 1/3が（地方中心に）減少する。

地方消滅以降の議論を有効に活用

人口規模が小さく、人口密度州民い市町村ほど、人口跡少の速度が速い。

第二期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

1. DXの宇倍隼と脱炭素社会の実現二向けた取組。 2.地方創生テレワーク¢推

進。 3.魅力ある地方大学の実現と地域産業の創出・振興。 4.関係人口の創

出・拡大5 5.企業版ふるさと納税（人材派遣型）の創設。 6.スーパーシ

ティ構想 (AIやピッグデータを活用し、社会のあり方を根本から変える都市づ

くり）の推漣。

現在の人口移動は東京圏に集中内

中心部市から東京に人が移動していることが問抵

コロナの影響で転入超過で推移したが、最近では転出超過に転じている。

急速な東京圏の高齢化に、中核都市を強化することで対応b

人口移動は雇用と密接な関係がある。東京一極集中をどう考えるか？

地方創生と自治体．その役割と課題

新たな国土っくりを考える必要がある。多極化・コンパクト化・集積｛七。

連携中核都市構想令和3年4月1日現在、 36市（34圏域〉が連携中核都市圏

を形成。

地方創生のための視長の整理コストと効率性人口と行政の効率化人口密度と

労働生産性人口密度と出生率

※新たな視点

地方における人口減少・高齢化・過疎化に伴う行政区割りの見直し。

IT等技術革新・コロナ以降のオンライン化・マイナンバー導入まどによる行政のあ

り方の変化（広域行政とコミュニティ支援行政〉。

社会保障（医療・介護等）の役割分担に伴う地方行政の見直し。

地方自治体の役割を考える

フルセット主義からの脱却 広域連携への決断 コンパクト化

圏
人口減己L、を踏まえ、「集中と選択」は必須であり、「地方の日寺代」から「地方の中心地

の日新'le;」である。一極集中から多極化へ。土留或聞のネットワークを進め、ネットワー

ク内のコンパクト化を進めていかなければならない。
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別紙（様式2 4) 

日時令和3年7月21日（水） 10:50～12:20 

講義 SocietyS.O a寺代の到来と行政のデジタノレ化

講師東京大学大学院情報学環教授越塚登にしづかのぼる） 氏

匿~盈
デジタ／レの課題

IT・ ICTの課題 コロナにより危弱性露呈・・・デジタル庁、マイナンバー、デ

ータ戦略が必要。

デジタル技術で国民の日常は大きく変わった。スマホ・SNS・デジタノレカメラ等。

デジタル技術（IT・ICT）は、それに合った仕事のやり方をしないと有効に働か

ない。 制度改革・業務改革・組織改革がカギ！ n 

デジタル化・ DXの構造ヨ

イサカ日価値の向上・・・業誘の効率化・・－提供価値の向上

ツール中心のDX? 人間中心のDX?

デジタノレ3原則

テやジタノレファースト ワンスオンリー コネクテッド・ワンストップ

サービス設計の12箇条

利用者のニーズから出発する。事実を詳細に把握する。エンドツーエンドで考え

る。全ての関係者に気を配る。サービスはシンプノレiこする。デジタノレ技術を活用

し、サービスの価値を高める。利用者の日常体験に溶け込む。自分で作りすぎな

しLオープンにサービスを作る。何度も繰り返す。一還にやらず、一貫してやる。

情報システムではなくサービスを作る。

地方公共団体におけるデジタル・ガバメントの推進

行政手続きのオンライン化。情報システム等の共同利用。 AI・ RPA等による

業務効率ftoオープンデータ。ガバナンス強化と人材確保・育成。デジタノレ・ガ

パメントの構築に向けた地方公共団体の官民データ活用推進計画策定戸

SocietvS.O＝サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムにより、

経済発展と祉会的課題の解決を両立するn 人間中心の社会（Societvl

《1.0狩猟担金・ 2.0農耕社会・ 3.0工業社会・ 4.0情報社会》

圏
現在「5GJの言葉を聞かない日がないくらいですが、すでに「6GJも研究スタート

していると聞く。今後、急速で目まぐるしい技術革新が進み、 AIやロボットの前回5

より以上に身近になってくる。行政や社会におけるスマートシティ化が進み、働き方

や生活への影響が大きくなってくるのは確実であろう。しかし、あくまでも便利なツ

ールとして、人間らしさ、暖味さ、喜怒哀楽は大切にしたいものである。（私見）
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句リ添資料j

大志の会行酎懸襲・研修行程表

1 研修年月日 令和3年7月20日ωく）～ 7月21日 (71<)

2 研修先 滋賀県大津市唐崎二丁目 13番1号電話077・578・5931

全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー♂AM)

3 参加者氏名 桐村一彦 馬谷明美 2名

7月20日ωく）

福知山市＝＝＝＝＝ JRにて移動＝＝＝滋賀県大津市即時

｜滋賀県全国市町村国際文イ開究所（JIAM)I

7月21日（水）

滋賀県大津市廊崎＝＝＝＝＝ JRにて移動＝＝＝＝＝福知山市

※宿泊場所 滋賀県全国市町村国際文化研｛師庁（国際文化アカデミーJIAM)



（様式 3) 

経費精算書

会派名 大志の会

1 研修年月日 令和3年7月20日ωく）～ 7月21日（水）

2 視察研修先 滋賀県大津市唐崎二丁目 13番1号 電 話077-578-5931

(-1 
全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー耳品11)

｛単位ょ旦i
支出月日 支出項目 支出金額 領収書

No. 

7月9日 開~.費 13,800円 NO① 

参力日代

7月91:1 研修費 880円 NO② 

振込料

7月19日 研修費 9,900円 NO③ 

交通費

(J 

支出合計金額 24,580円



(-) 

0 

支出科目： 研修 費｛参加費〕

合計金額： 6, 900 円

但し、

領収書

福知山市議会大志の会
桐村一彦

金額 6,900 円

様

令和3年度第2回市町村議会議員特別セミナー（来所による受

講）

の研修に要する経費

として上記の金額を領収いたしました。

令和3年7月9日

干520-0106
滋賀県大津市唐崎二丁目13番1号

NO 1-1 

公益財団法人全国市町村研修財団

全国市町村国際文化研修所

分任出納役 小林肇

‘。同， 1

領収書No.9:i' 

Jク／



支出科目： 研修 費（参加費）

合計金額： 6, 900 円

領収 室田
ぐ1

福知山市議会大志の会
馬谷明美

金額 6,900 円

NO  1-2 

様

但し、

令和3年度第2田市町村議会議員特別セミナー（来所による受

講）

の研修に要する経費

左して上記の金額を領収いたしました。

令和3年7月9日

u 

干520-0106
滋賀県大津市唐崎二丁目13番l号

公益財団法人全国市町村研修財団

全国市町村国際文化研修所

‘分任出納役 小林肇

領収書No.92 
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NO  2 

支出科目： 研修 費 （振込手数料）

合針金額： 880 円

i百壬＂＇土 1‘戸苦言霊害τ伝霊雪

iii国百四Bl~[f]
立会己em二ビぶ由州附八刷、1吾妻（兼振込手数料受取書）

振 込金受取書

3百ーー－ー－ーI~百官官舎
き監苧主主｜量Ii一一一Ill口口口口口臼自国図囚円
高1:1作野）参ロヤ町n矧矧国h回巴図固函巴回目白図困回園回国
人1:1加納仰係知ヒ祈附様F回目回目園田巴囚回目白口図町田
千戸B
」｜な

依ドま

元奇跡併殺メk b回国困図図固回目函図口固因国囚
干にζ－η今 様F函図口口口口口口口口口口口口口

常設をデ I）「I I 

頼巴~
目指ところ】

人
（日中田ご連語先〉

言品ま｜領⑮｜季語E s1 s1 O四

し；iラをご利問いたださましてありがとうございます。

合後ともよろしくお願い申し上げます。 ：：京都銀行

福知山駅南支店

トn こ由お揖込己は、間猷見定ガ適用されます。

＇＂揖込依報量巳記載相違等の不慣があっ E場古巴は、照宝章の定めIご撮込ガ遅延することがあ白ます。

やむをえない事由Iごよる通信機器、回掘の障害等己よって振込ガ遅延することガありますのでご7串ください．

逼画

コードリNo31010骨



支出科目：

合計金額：

研修 費（交通費）

9, 9 0 0 円
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J Rチケット代

7月20日福知叫ト唐崎乗車券代 1.980円

7月初日福知山一京都特急券代 990円

7月21日唐崎」福知山乗車券代 1.980円

合計 4,950円

上記 2名分 9, 9 0 0円

‘＇ " 

NO  3 




